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○本シートは,司法修習生が導入修習において自分の知識･能力等に課題があると感じた場合に,これを
実務修習期間中の自学自修や分野別実務修習での指導に活かすことを目的として作成するものです(成
績評価等には関係ありません｡）。
○本シートは,司法研修所から,分野別実務修習の指導担当者に送付され,クラス担当教官にも交付され
ます(司法修習生はコピーを手元に保有しておいてください｡）。
○下記1～5の各(3)は,課題を感じた各項目について,自学自修による学修と,分野別実務修習自体によ
る学修を区別して記載するようにしてください｡また，自学自修に取り組むに当たって悩んでいること,分か
らないことなどがあれば,それらについても記載するようにしてください。

コピー 当さい(全員提仕必要事項を記入 叉った上で， 12月20日(水)までに提吐
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(1)民事裁判について,課題を感じた知識･能力の項目にチェックを入れてください(複数選択可)。

口民事実体法の知識 口民事訴訟法の知識 口要件事実の考え方
口判断者･当事者の立場の違いに基づく視点･姿勢の理解
ロ主張分析に関する基礎的知識･理解 口事実認定に関する基礎的知識･理解
口事実調査に関する基礎的知識･理解 口口頭･文章表現能力
□その他（ ）

(2)どのような場面･理由で課題があると感じましたか(主な項目について記載してください｡)。

(3)課題を感じた事項について,実務修習期間中，どのような方法で学修したいと考えていますか(前同)。

2刑事裁判

(1)刑事裁判について,課題を感じた知識･能力の項目にチェックを入れてください(複数選択可)。

口刑事実体法の知識 口刑事訴訟手続の知識
口法曹三者の立場の違いに基づく視点･姿勢の理解
口主張分析に関する基礎的知識･理解 口事実認定に関する基礎的知識･理解
口事実調査に関する基礎的知識･理解 口口頭･文章表現能力
口その他（ ）

(2)どのような場面･理由で課題があると感じましたか(主な項目について記載してください｡）。

(3)課題を感じた事項について,実務修習期間中，どのような方法で学修したいと考えていますか(前同)。



3 ； 萸察

(1)検察について,課題を感じた知識･能力の項目にチェックを入れてください(複数選択可)。

口刑事実体法の知識 口刑事訴訟手続の知識
口法曹三者の立場の違いに基づく視点･姿勢の理解
ロ主張分析に関する基礎的知識･理解 口事実認定に関する基礎的知識･理解
口事実調査に関する基礎的知識･理解 口口頭･文章表現能力
□その他（ ）

(2)どのような場面･理由で課題があると感じましたか(主な項目について記載してください｡）。

(3)課題を感じた事項について,実務修習期間中，どのような方法で学修したいと考えていますか(前同)。

4民事弁護

(1)民事弁護について,課題を感じた知識･能力の項目にチェックを入れてください(複数選択可)。

口民事実体法の知識 口民事訴訟法の知識 口要件事実の考え方
口判断者･当事者の立場の違いに基づく視点･姿勢の理解
口主張分析に関する基礎的知識･理解 口事実認定に関する基礎的知識･理解
口事実調査に関する基礎的知識･理解 口口頭･文章表現能力
□その他（ ）

(2)どのような場面･理由で課題があると感じましたか(主な項目について記載してください｡）。

(3)課題を感じた事項について,実務修習期間中,どのような方法で学修したいと考えていますか(前同)。
9 ヶ

5刑事弁 護

(1)刑事弁護について,課題を感じた知識･能力の項目にチェックを入れてください(複数選択可)。

口刑事実体法の知識 口刑事訴訟手続の知識
口法曹三者の立場の違いに基づく視点･姿勢の理解
口主張分析に関する基礎的知識･理解 口事実認定に関する基礎的知識･理解
口事実調査に関する基礎的知識･理解 口口頭･文章表現能力 ．
□その他（

、 ｡

）

(2)どのような場面･理由で課題があると感じましたか(主な項目について記載してください｡)。

(3)課題を感じた事項について,実務修習期間中,どのような方法で学修したいと考えていますか(前同)。


